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序

　 本書は、 神戸市東灘区住吉本町７ 丁目に所在する住吉宮町

遺跡における第 56 次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書です。

　 住吉宮町遺跡は、 六甲山系から 流れる 河川がも たら し た

複合扇状地上に営まれた集落遺跡および古墳群の遺跡です。

1985（ 昭和 60） 年に初めて発掘調査が行われて以降、 弥生

時代～中世にかけて人々が居住し た遺跡であるこ と がわかっ

ています。 また、 ５ 世紀以降には、 小型であり ながら も 、 多

く の古墳が築かれていたこ と も 判明し ています。

　 今回の発掘調査は、保育園増築に伴っ て実施さ れたも ので、

弥生時代の竪穴建物、 古墳時代の古墳、 飛鳥時代の竪穴建物

および掘立柱建物、 平安時代の耕作痕跡が発見さ れまし た。

特筆さ れるのは、 今回発見さ れた古墳が、 こ れまで住吉宮町

遺跡で発見さ れている古墳のなかでは大型の古墳であるこ と

です。 こ れにより 、 本遺跡の往時の姿を解明するための大き

な手がかり を得たと 言えます。

　 発掘調査後、 発見さ れた古墳の大部分は、 埋め戻さ れ現地

にて保存さ れるこ と と なり まし た。 今後、 地域の歴史を知る

ための重要な役割を果たし てく れると 期待し ており ます。

　 最後になり まし たが、 発掘調査および本書を作成するにあ

たり 、 ご協力いただきまし た関係諸機関なら びに関係者各位

に対し 、 厚く お礼申し 上げます。

2024（ 令和６ ） 年３ 月

神戸市



本書は神戸市東灘区住吉宮町 7 丁目 2 番 6 号に所在する、 住吉宮町遺跡第 56 次調査 

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

調査は保育園舎増築工事に伴う も ので、 神戸市文化スポーツ局文化財課が神戸市こ ど

も 家庭局から 委託を受けて、 令和 3 年３ 月１ 日から 令和 3 年６ 月 18 日の期間で実施

し た。 発掘調査面積は 310㎡、 延べ調査面積 1,060㎡である。 現地での調査は令和 3

年 3 月 1 日から ４ 月 14 日までは小野寺洋介が担当し 、同年４ 月 15 日から は内藤俊哉、

田島靖大が、 ５ 月 11 日から は中井菜加を 加え担当し た。 出土遺物の整理作業は、 令

和 3 年度に神戸市埋蔵文化財センタ ーで実施し 、 佐伯二郎が担当し た。

本書は、 第１ 章、 第 2 章、 第３ 章第３ 節の図面の作成および記述については内藤の協

力を得て中井が、 第２ 章の遺物実測および記述、 第３ 章第１ 節・ ２ 節、 第４ 章の記述

については小野寺が担当し 、 編集は中井・ 小野寺が担当し た。

現地での遺構等の写真は調査担当者と 中村大介が撮影し た。 遺物写真については西大

寺フ ォ ト  杉本和樹氏に委託し 、 神戸市埋蔵文化財センタ ーで撮影し た。

本書に掲載し た位置図は、 国土地理院発行の 25,000 分の 1 地形図「 西宮」、 神戸市発

行 の 2,500 分の 1 都市計画図「 住吉」 を使用し た。

本書に用いた方位・ 座標は、 平面直角座標の世界測地系第Ⅴ系座標で、 標高は東京湾

中等潮位 (T.P.)  で示し た。

調査地の空撮およ び写真測量によ る基本図化（ 1/50） は写真測量によっ ておこ ない、

（ 株） Ｇ Ｅ Ｏ ソ リ ュ ーショ ンズ神戸営業所に委託し て実施し た。

出土遺物なら びに図面・ 写真は、 神戸市埋蔵文化財センタ ーにて保管し ている。

遺物実測図は、 弥生土器・ 土師器・ 埴輪は断面白抜き、 須恵器は断面黒塗り 、 黒色土

器は内面を灰色 40% 濃度、 埴輪赤色は灰色 20% 濃度と し ている。

出土遺物の年代観は、 参考文献に記載し た出典を参照し ている。

発掘調査の実施なら びに本書の刊行に際し ては、 神戸市こ ども 家庭局なら びに社会福

祉法人住吉むつみ会に多大なるご協力を頂いた。 記し て感謝を申し 上げます。
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第１ 章 はじ めに

１ ． 調査に至る経緯

　 住吉宮町遺跡第 56 次調査は、 神戸市東灘区住吉宮町 7 丁目 2 番 6 号において令和２ 年

度および３ 年度に実施し たも ので、 保育園舎増築工事を契機と する。 試掘調査の結果、 埋

蔵文化財の存在が確認さ れ、工事により 埋蔵文化財が影響を受ける範囲約 310㎡について、

令和３ 年３ 月１ 日から 令和 3 年６ 月 18 日まで発掘調査を 実施し た。 令和３ 年度に遺物整

理を、 令和５ 年度に発掘調査報告書の作成を行っ た。

２ ． 調査体制

神戸市文化財保護審議会　 史跡　 考古資料担当 

黒崎　 直　 　 大阪府立弥生文化博物館名誉館長　 　 菱田哲郎　 　 京都府立大学文学部教授

第１ 章　 はじ めに

第１ 節　 調査に至る経緯と 経過

文化財課担当係長　 　 　 　 　 　 　 松林宏典

同 ( 保存科学・ 整理担当 )　 　 　  中村大介 

事務担当学芸員　 　 　 　 　 　 　 　 纐纈文佳

調査担当学芸員　 　 　 　 　 　 　 　 小野寺洋介

遺物整理・ 保存科学担当学芸員　 山田侑生

令和２ 年度　 現地調査

神戸市文化スポーツ局

局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡田健二

副局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮道成彦

文化財課長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 安田　 滋 

埋蔵文化財センタ ー担当課長　 　 前田佳久 

埋蔵文化財係長　 　 　 　 　 　 　 　 東喜代秀 

文化財課担当係長　 　 　 　 　 　 　 斎木　 巌　

令和３ 年度　 現地調査・ 出土遺物整理

神戸市文化スポーツ局

局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 加藤久雄

副局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮道成彦

文化財課長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 安田　 滋

埋蔵文化財センタ ー担当課長　 　 前田佳久

埋蔵文化財係長　 　 　 　 　 　 　 　 東喜代秀

文化財課担当係長　 　 　 　 　 　 　 橋詰清孝

　 　 　 同　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 松林宏典 

文化財課担当係長 ( 保存科学担当 )    中村大介 

事務担当学芸員　 　 　 　 　 　 　 　 荒田敬介 

調査担当学芸員　 　 　 　 　 　 　 　 内藤俊哉

　 　 　 同　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中井菜加

　 　 　 同　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田島靖大 

遺物整理担当学芸員　 　 　 　 　 　 佐伯二郎

保存科学担当学芸員　 　 　 　 　 　 山田侑生

令和５ 年度　 報告書作成

神戸市文化スポーツ局

局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮道成彦

副局長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三宅正人

文化財課長　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平井勝彦

埋蔵文化財センタ ー担当課長　 　 松林宏典

埋蔵文化財係長　 　 　 　 　 　 　 　 橋詰清孝

　 　 　 同　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山口英正

埋蔵文化財係長　 　 　 　 　 　 　 　 阿部　 功

同 ( 保存科学担当 )　 　 　 　 　 　   中村大介

事務担当学芸員　 　 　 　 　 　 　 　 小野寺洋介

報告書作成担当学芸員　 　 　 　 　 中井菜加　

遺物整理担当学芸員　 　 　 　 　 　 加納大誉

保存科学担当学芸員　 　 　 　 　 　 山田侑生



－ 2 －

第１ 節 調査にいたる経緯と 経過

３ ． 調査の経過

　 令和２ 年２ 月 25 日に実施し た試掘調査の結果を受けて、 令和３ 年３ 月１ 日より 発掘調査を

開始し た。 まず、調査に先立ち、埋蔵文化財に影響のない表土の地表構造物や樹木の除去を行っ

た。 ３ 月３ 日より 調査区南側から重機掘削を開始し、 順次人力による第１ 遺構面の検出作業を

実施し た。 ３ 月 11 日に重機掘削が完了し 、 遺構面の精査、 遺構掘削、 図化作業を実施、 ３ 月

22 日に第１ 遺構面の全景写真を撮影し た。 ３ 月 23 日より 第２ 遺物包含層の掘削を開始し、 ３

月 24 日に南側で古墳の葺石（ １ 号墳） を、 ３ 月 29 日に北側で低墳丘の古墳（ ２ 号墳） を検

出し た。 ３ 月 30 日に１ 号墳周溝内堆積層上面で掘立柱建物を構成する飛鳥時代のピッ ト を検

出し た。 ４ 月１ 日にカマド をもつ飛鳥時代の竪穴建物を検出、 掘削、 図化作業を行い、 ４ 月２

日に第２ 遺構面の全景写真を撮影し た。 その後、 １ 号墳・ ２ 号墳の調査と 、 第３ 遺物包含層の

掘削を開始し た。

　 ４ 月 14 日まで小野寺が調査を担当し 、 ４ 月 15 日以降は内藤・ 田島が担当し た。 ４ 月 24 日

に現地説明会を実施し 、 250 人を超す見学者が来場し た。 ４ 月 26 日に古墳時代の遺構面であ

る第３ 遺構面で箱式石棺１ 基を検出し た。 ４ 月 27 日に１ 回目の写真測量を実施し た。 ５ 月７

日に飛鳥時代の竪穴建物の下層で、 第４ 遺構面に属する弥生時代後期の竪穴建物を検出し た。

５ 月 11 日から 中井が調査に合流し た。 ５ 月 28 日に全景写真を撮影し 、 第４ 遺構面の調査を

終了し た。 ５ 月 31 日、 ６ 月１ 日にかけて１ 号墳の断ち割り ト レンチを掘削、 順次写真撮影、

断面図図化作業を行った。 ６ 月２ 日に２ 回目の写真測量を実施し、 断ち割り ト レンチの撮影を

行った。 ６ 月３ 日に１ 号墳を土嚢、 真砂土で墳丘表面を養生し 、 埋め戻し を行った。 ６ 月７ 日

から 11 日まで建物建設に伴う ボーリ ング調査のため現場作業が一時中断し、 ６ 月 18 日に調

査区全ての埋め戻し が完了し た。

　 ８ 月 23 日から は１ 号墳墳丘東側延長部のフ ェ ンス撤去工事の際に、 立会調査を実施し た。

８ 月 24 日に３ 回目の写真測量を実施し 、 現地での調査を終了し た。

　 出土遺物の整理作業は、 すべて神戸市埋蔵文化財センタ ーで実施し た。 遺物の水洗作業を実

施し た後、 出土情報のマーキング、 接合作業を行っ た。 遺物撮影が必要な資料は彩色を行い、

令和３ 年 12 月７ 日に遺物写真撮影を実施し た。 令和５ 年度に出土遺物の図化および図版の作

成を行い、 令和６ 年３ 月に本報告書を刊行し た。

写真 1 現地説明会 写真 2 遺物整理作業
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１ ． 地理的環境

　 住吉宮町遺跡は、 六甲山系南麓地域に位置する神戸市東部の東灘区に所在する、 弥生時代か

ら中世にかけての複合遺跡である。 遺跡の範囲は、本住吉神社付近を中心と し て、住吉宮町３・

４ ・ ６ ・ ７ 丁目、 住吉本町１ ・ ２ 丁目、 住吉東町２ ・ ４ 丁目の東西約 800 ｍ、 南北約 600m

に及んでいる。

　 六甲山系は、風化し やすい花崗岩で形成さ れており、山地から流れ出る複数の中小河川によっ

て土砂が運搬さ れ、 山麓部に堆積するこ と によって扇状地が形成さ れる。 住吉宮町遺跡は、 石

屋川や住吉川によって形成さ れた標高20 ｍ前後の複合扇状地上に立地する [1]。

　 こ れまでの調査で幾層も の洪水砂層や洪水時の流路・ 土石流を確認し ており 、 第 47 次調査

では 1938（ 昭和 13） 年の阪神大水害による洪水堆積層を確認し ている [2]。 また、 当遺跡内

で５ 世紀代に築かれた古墳群は、 ６ 世紀初頭以降、 ７ 世紀までの間に洪水の土砂によって埋没

し たこ と が明らかになっ ており 、 往時の災害状況を現在に伝えている [3]。

図 1 調査地位置図
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　 当時期の遺跡は少なく 、 後期旧石器時代のナイフ形石器を本山遺跡（ 15） [4]、

西岡本遺跡（ 10）[5]、岡本北遺跡（ ９ ）[6]、滝ノ 奥遺跡 [7] において発見し ている。

　 草創期の有茎尖頭器が本山遺跡および滝ノ 奥遺跡[7] で発見さ れている。 早期

には、 本山遺跡から 押型文土器である神宮寺式土器が出土し ている [4]。 西岡本

遺跡では、 前期の高山寺式の時期に属する竪穴建物が発見さ れている [5]。 晩期

後半には、 北青木遺跡、 森南町遺跡、 本山遺跡、 本庄町遺跡で突帯文土器が出土

し ている [8]。

　 縄文時代晩期から集落が継続する本山遺跡では、 前期初頭の土器と と もに農耕

具等の木製品が発見さ れ、 農耕文化の開始期における稲作集団の定着を示し てい

る [9]・ [10]。 以後、 本山遺跡は当該地域の拠点的集落と し て発展し ていく 。 北

青木遺跡（ 17） では前期中葉の土器と と も に農耕具や斧柄、 石包丁が出土し て

いる [11]。

　 中期には本山遺跡、森北町遺跡（ 27）、住吉宮町遺跡（ １ ） で集落が形成さ れる。

北青木遺跡では、 中期後半に方形周溝墓・ 土器棺墓など墓域と し ての利用が始ま

る。 中期後葉には丘陵上にも 集落が形成さ れ、 東山遺跡（ 24） [12]、 保久良神

社遺跡（ 21） [13]、金鳥山遺跡（ 23） [14]、滝ノ 奥遺跡、荒神山遺跡（ 11） [15]、

芦屋市会下山遺跡（ 26） [16] などの高地性集落が営まれる。 また、 こ の地域は

桜ケ丘銅鐸・ 銅戈 [17]、 保久良神社銅戈 [18]、 本山銅鐸（ 16） [19]、 北青木銅

鐸（ 18） [20]、 森銅鐸（ 25）、 生駒銅鐸（ 22） [21] など、 青銅器祭器の埋納地

が密集し ているのも特徴的である。

　 後期になると 、郡家遺跡（ ４ ） で集落が形成さ れる。 深江北町遺跡（ 30） [22]、

住吉宮町遺跡 [23]、 北青木遺跡 [24] では、 後期から古墳時代初頭の円形周溝墓

や方形周溝墓が確認さ れている。 また、 森北町遺跡では、 前漢鏡片が出土し てい

る [25]。

　 前期には、 海岸沿いで前方後方墳である西求女塚古墳を初めと し、 処女塚古墳

[26]、 前方後円墳である東求女塚古墳（ ５ ） [27]、 扁保曾塚古墳（ 14） [28] の

順に大型の古墳が築造さ れる。

　 中期には、 住吉宮町遺跡内で、 ５ 世紀初頭に方墳、 ５ 世紀前半～中頃に前方後

円墳である坊ヶ 塚古墳（ ２ ）[29]、５ 世紀末に帆立貝形をし た住吉東古墳（ ３ ）[30]

が築造さ れ、 その後方墳を主体と する古墳群が形成さ れる。

　 後期の古墳と し ては岡本梅林古墳群（ 13）、 西岡本遺跡などで、 横穴式石室を

埋葬施設と する古墳群が形成さ れる。 また、 郡家遺跡において単独の石室墳が発

見さ れている。

　 集落と し ては、 弥生時代後期から継続し ている遺跡も多く 、 郡家遺跡・ 森北町

遺跡・ 住吉宮町遺跡などがあげられる。

旧石器時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

２ ． 遺跡の歴史的環境

　 六甲山系南麓地域は、 市内でもと く に遺跡が集中する地域である。 以下、 住吉宮町遺跡周辺

の主な遺跡について、 概要を記す。 なお、（ 　 ） は図２ の番号に、 [　 ] は参考文献の番号に対

応する。
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図 2 周辺遺跡分布図

１． 住吉宮町遺跡 ２． 坊ヶ塚古墳 ３． 住吉東古墳 ４． 郡家遺跡 ５． 東求女塚古墳

６． 御影郷古酒蔵群 ７． 魚崎郷古酒蔵群 ８． 魚崎中町遺跡 ９． 岡本北遺跡 10． 西岡本遺跡　

11． 荒神山遺跡 12． 岡本東遺跡 13． 岡本梅林古墳 14． 扁保曾塚古墳 15. 本山遺跡　

16. 本山銅鐸出土地 17． 北青木遺跡 18． 北青木銅鐸出土地 19． 小路大町遺跡 20． 井戸田遺跡　

21． 保久良神社遺跡 22． 生駒銅鐸出土地 23． 金鳥山遺跡 24． 東山遺跡 25． 森銅鐸出土地

26． 会下山遺跡 27． 森北町遺跡 ２8． 寺田遺跡 29． 本庄町遺跡 30． 深江北町遺跡
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第２ 節 住吉宮町遺跡の地理的環境と 歴史的環境
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中世～
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　 中期には、 郡家遺跡で韓式系土器が出土し ており、 渡来系氏族と の関連が示唆

さ れる [31]。 また、 森北町遺跡でも韓式系土器が出土し ている [25]。

　 律令制度が施行さ れると 当該地域周辺は摂津国菟原郡に属するよう になる。 住

吉宮町遺跡では、 掘立柱建物や井戸等が検出、 土馬や「 橋東家」「 免」 と 書かれ

た墨書土器が出土し ている。 西に隣接する郡家遺跡では掘建柱建物群が検出さ

れ、 菟原郡衙の推定地と する説も ある［ 32］。 一方、 芦屋市寺田遺跡（ 28） では

奈良時代の倉庫遺構と 、 郡司の等級を表す「 大領」「 小領」 と 書かれた墨書土器

が発見さ れているこ と から 、 菟原郡の郡領氏族と の関係が示唆さ れている [33]。

また、 深江北町遺跡では「 驛」 と 書かれた墨書土器や木簡が出土し ており、 山陽

道に設置さ れた「 葦屋驛家」 またはそれに関連する施設の存在が示唆さ れるが、

驛家の施設と 断定できる明確な遺構はいまだ確認できていない [34]。 そのほか、

小路大町遺跡（ 19）では農耕祭祀が行われたと 考えられる遺構が発見さ れており、

馬鍬、 ヒ ョ ウタ ンが出土し ている［ 35］。

　 江戸時代中期以降は酒造業が隆盛を迎え、海浜部に魚崎郷古酒蔵群（ ７ ） [36]、

御影郷古酒蔵群（ ６ ） [37] が形成さ れる。
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３ ． 既往の調査成果

　 住吉宮町遺跡は 1985（ 昭和 60） 年の共同住宅建設中に不時発見さ れて以来、2021（ 令和３ ）

年まで 56 次にわたる調査が行われている。

　 こ れまでの調査で確認さ れた最古の遺物は縄文時代晩期の土器だが、 遺構は確認さ れていな

い（ 第 51 次）。 弥生時代中期から 集落の形成がはじ まり 、 後期に拡大し 、 庄内式併行段階に

なると 周溝墓（ 第５ ・ ７ ・ ９ 次）・ 土器棺墓等が発見さ れている。

　 古墳時代前期初頭に一度集落は途絶えるが、 古墳時代中期になると 、 ５ 世紀初頭に築造さ れ

た方墳（ 第 52 次） や５ 世紀前半から 中頃築造と 考えら れる坊ヶ 塚古墳、 ５ 世紀末頃築造の住

吉東古墳（ 第９ 次） の盟主墳を中心に、 ５ 世紀から６ 世紀中頃にかけて住吉宮町古墳群が造ら

れる。 古墳群は一辺 10 ｍ～ 20 ｍの方墳で形成さ れ、 中には円筒埴輪が廻るも の、 形象埴輪

を持つも の、 墳丘斜面に葺石を葺く も のが見ら れる。 第 55 次調査までに 81 基の古墳が発見

さ れているが、 実際には 100 基以上の古墳が築造さ れていたと 考えら れ、 こ れら の古墳の多

く は度重なる土石流によって埋没し た状態で発見さ れた。 また、 古墳の周囲や周溝内から墳丘

を伴なわない箱式石棺も 確認さ れており （ 第４ ・ ５ ・ 19・ 32・ 56 次）、 古墳の被葬者と の階

層差が伺える。 第 55 次調査までに 16 基（ 第 17 次調査３ 号墳を含めると 17 基） 確認さ れて

いる。

　 遺跡の範囲内では、 墓域と と も に集落域も 形成さ れており、 第９ 次調査や第 53 次調査では

古墳時代中期から 後期にかけて竪穴建物や掘立柱建物がまと まっ て確認さ れている。 第 45・

47 次調査では中期の水田状遺構が確認さ れている。

　 奈良時代になると 掘立柱建物が多数確認さ れており 、 第 23 次調査では奈良時代の井戸が

1596 年に発生し た慶長伏見地震によっ て崩れた状態で発見さ れた。 井戸から は円面硯や瓦の

他、「 橘東家」「 免」 と 書かれた８ 世紀後半から末頃の土師器の坏などが出土し ており、 隣接す

る郡家遺跡と も関連し て摂津国菟原郡衙と の関係がう かがえる。

　 近世になると 御影石の採掘が盛んになり 、 第 16・ 40 次調査では石を切り 出し た採石遺構が

確認さ れている。 住吉川流域は、 御影石の産地と し て知られており 、 往時の姿を忍ばせる。



－ 8 －

第２ 節 住吉宮町遺跡の地理的環境と 歴史的環境

図
3
 

住
吉

宮
町

遺
跡

調
査

地
位

置
図

（
S

c
a
le

 1
:3

0
0
0
）

１
・

２

３

４

５

６

７

８

９

９

1
0

1
0

1
1

1
2 1
3

1
4

1
5

16

1
7

1
8

1
9

20

2
1

22

2
3

24

2
5

26

2
7

2
8

29

30

3
2

3
3

3
4

3
5 3

6
3
7

3
8

39

4
0

4
1

4
2

4
3

44

45
・

4
7

4
6

4
8

4
9

50

5
1

5
2

5
3

54

5
5

5
5

56

12

０
10

0ｍ
1

：
30

00

※
数

字
は

調
査

次
数

番
号

。

※
調

査
地

は
事

業
地

の
範

囲
を

示
し

て
お

り
、

実
際

の
発

掘
調

査
実

施
の

範
囲

で
は

な
い

。

　
 た

だ
し

、
第

28
次

調
査

の
み

墳
域

範
囲

確
認

の
た

め
の

調
査

で
あ

る
た

め
、

実
際

の
調

査
範

囲
を

記
し

て
い

る
。



－ 9 －

第１ 章 はじ めに

表 1 住吉宮町遺跡既往調査一覧表

次数
調査
年度

調査地 調査機関
調査

面積㎡
主な調査内容 文献

１ 85 S60 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 500 古墳時代後期方墳 3 基、 古墳時代後期末溝・ 土坑、 鎌倉時代土坑 1

２ 85 S60 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 250 古墳時代後期方墳 8 基 2

３ 85 S60 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 440 古墳時代・ 鎌倉時代・ 近世の溝・ 土坑・ ピッ ト 3

４ 86 S61 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 175 古墳時代後期箱式石棺 3 基、 奈良時代溝 4

５ 86 S61 住吉本町１ 兵庫県教育委員会 4,300

弥生末方形周溝墓 3 基、方墳 10 基、円墳 1 基、箱式石棺 2 基、石蓋土坑１ 基、

木棺墓１ 基、 土器棺墓１ 基、 土坑墓１ 基、 古墳時代後期以降と 弥生時代

後期以前の水田跡、 鎌倉時代以降の地震痕跡

5

６ 87 S62 住吉宮町６ 兵庫県教育委員会 90 中近世土坑

７ 87 S62 住吉本町１ 兵庫県教育委員会 90 弥生末周溝墓 2 基、 方墳 1 基、 土器棺墓 1 基 6

８ 87 S62 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 30 中世柱穴 7

９ 88 S63 住吉東町５ 他 神戸市教育委員会 3,200
弥生末周溝墓、 方墳 6 基、 帆立貝形古墳 1 基（ 住吉東古墳） 

竪穴建物 17 棟、 奈良時代掘立柱建物 9 棟
8

10 88 S63 住吉本町１ 兵庫県教育委員会 125 弥生後期土坑、 方墳 3 基 6・ 9

11 88 S63 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 1,300
弥生中期竪穴建物 2 棟、弥生末竪穴建物 5 棟、9・ 11 世紀の掘立柱建物 5 棟、

地鎮遺構
10

12 88 S63 住吉本町１ 他 兵庫県教育委員会 385 方墳 2 基、 中世溝、 石垣状遺構 9

13 89 H 元 住吉東町５ スポーツ教育公社 165
古墳時代竪穴建物 1 棟、 掘立柱建物 1 棟、 方墳 2 基、 奈良時代掘立柱建

物 2 棟
11

14 90 H 2 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 500 古墳時代竪穴住居 2 棟、 奈良時代掘立柱建物 2 棟、 井戸 3 基 12

15 92 H 4 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 50 中世遺物包含層、 土石流 13

16 93 H 5 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 275 古墳時代流路、 平安時代掘立柱建物 2 棟、 近世採石址 14

17 95 H 7 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 400
古墳時代中期方墳 8 基（ 箱式石棺１ 基）、 竪穴建物 16 棟、 掘立柱建物 7

棟
15

18 95 H 7 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 16 横穴石室（ 古墳 1 基） 15

19 95 H 7 住吉宮町４ 神戸市教育委員会 500 弥生後期土器溜、 方墳 3 基、 箱式石棺 1 基、 平安時代掘立柱建物 1 棟 16

20 96 H 8 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 280 古墳・ 飛鳥・ 奈良時代河道・ 石組遺構 16

21 96 H 8 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 200
古墳後期竪穴住居 1 棟、 古墳末竪穴建物 2 棟、 掘立柱建物 1 棟・ 奈良掘

立柱建物 1 棟
17

22 96 H 8 住吉宮町４ 神戸市教育委員会 100 古墳時代末溝、 落ち 込み、 奈良時代ピ ッ ト 17

23 96 H 8 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 350 奈良時代井戸、 墨書土器 18

24 96 H 8 住吉本町１ 神戸市教育委員会 450 弥生末土器棺、 方墳 4 基（ 箱式石棺１ 基） 19

25 97 H 9 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 500 弥生末竪穴建物 1 棟、 古墳掘立柱建物 2 棟、 中世墓 20

26 97 H 9 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 100 古墳竪穴建物 1 棟、 奈良掘立柱建物 1 棟 21

27 97 H 9 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 900 弥生竪穴建物 1 棟、 古墳時代土坑墓 1 基、 溝 22

28 97 H 9 住吉本町１ 神戸市教育委員会 360 葺石、 周溝（ 坊ケ塚古墳） 23

29 97 H 9 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 120 中世溝、 土坑 24

30 97 H 9 住吉本町１ 神戸市教育委員会 765
弥生中期溝、 弥生末溝、 方墳 6 基（ 箱式石棺 1 基）、 竪穴建物 1 棟・ 古代

～中世掘立柱建物 2 棟
25

31 97 H 9 住吉本町１ 神戸市教育委員会 300 中世掘立柱建物 1 棟、 石組遺構 26

32 98 H 10 住吉宮町４ 神戸市教育委員会 3,260
弥生後期竪穴建物 6 棟など、 古墳時代後期方墳 9 基、 円墳 1 基、 箱式石

棺 9 基
27

33 98 H 10 住吉宮町６ 兵庫県教育委員会 1,300 弥生末古墳初頭竪穴建物 9 棟、 奈良平安掘立柱建物 2 棟 28

34 98 H 10 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 40 弥生後期土坑、 古墳後期柱列、 奈良旧河道 29

35 01 H 13 住吉本町１ 神戸市教育委員会 170 方墳 1 基、 葺石、 埴輪列 30

36 01 H 13 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 150 古墳時代後期竪穴建物 1 棟 31

37 02 H 14 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 900 弥生末土坑、 古墳後期溝、 平安掘立柱建物 1 棟、 溝、 土坑 32

38 03 H 15 住吉宮町４ 神戸市教育委員会 80 方墳の葺石列（ 第 10 次調査 3 基の内１ 基） 33

39 04 H 16 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 20 古墳時代後期竪穴建物 1 棟、 掘立柱建物 2 棟 34

40 05 H 17 住吉宮町６ 神戸市教育委員会 200 古墳後期竪穴建物 1 棟、 平安掘立柱建物 1 棟、 近世採石址 35

41 05 H 17 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 15 弥生末土坑 36

42 06 H 18 住吉宮町４ 神戸市教育委員会 180 方墳 1 基、 掘立柱建物 1 棟 37

43 06 H 18 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 60 弥生末溝、 古墳後期竪穴建物 1 棟 37

44 06 H 18 住吉本町１ 神戸市教育委員会 70 方墳 2 基、 埋甕 1 基、 落ち 込み 1 基 37

45 08 H 20 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 427 古墳時代中期水田状遺構、 古墳後期竪穴建物 9 棟・ 掘立柱建物 3 棟 38

46 08 H 20 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 220 方墳 1 基、 弥生時代土坑 39

47 10 H 22 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 130
古墳後期～奈良時代の竪穴建物４ 棟・ 掘建柱建物１ 棟・ 土坑・ 落ち込み、

古墳時代中期水田状遺構
40

48 10 H 22 住吉本町１ 神戸市教育委員会 98 方墳 1 基（ 葺石・ 周溝）、 土坑状の落ち込み、 ピ ッ ト 40

49 10 H 22 住吉本町１ 神戸市教育委員会 300 古墳後期竪穴建物２ 棟、 祭祀遺構 40

50 11 H 23 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 483 方墳 1 基、 古墳後期掘立柱建物 2 棟 41

51 13 H 25 住吉本町１ 神戸市教育委員会 60 縄文時代晩期の土器、 慶長伏見地震痕跡 42

52 16 H 28 住吉本町１ 神戸市教育委員会 140 ５ 世紀初頭の方墳１ 基（ 葺石・ 埴輪・ 主体部） 43

53 17 H 29 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 140 古墳時代中期竪穴建物 13 棟、 掘立柱建物１ 棟、 ピ ッ ト 、 土坑、 溝 44

54 17 H 29 住吉宮町７ 神戸市教育委員会 80 古墳時代中期方墳（ 葺石）、 奈良時代前半落ち込み１ 基 44

55 18 H 30 住吉宮町３ 神戸市教育委員会 27 古墳時代中期～後期ピッ ト 、 落ち込み 45

56 20 R2 住吉宮町 7
神戸市文化スポー

ツ 局
310

中世の鋤溝・ 溝、 飛鳥時代の竪穴建物１ 棟・ 掘立柱建物１ 棟、 古墳時代

中期古墳２ 基（ 葺石・ 周溝）・ 箱式石棺１ 基、 弥生時代後期竪穴建物１

棟

本書
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第２ 章　 発掘調査の成果

第１ 節　 調査の概要

　 今回の調査では、 弥生時代後期、 古墳時代中期、 飛鳥時代、 平安時代の合計４ 面の遺構面

と それに伴う 遺構、 遺物を確認し た。 主要な遺構は、 中世の鋤溝・ 溝、 飛鳥時代の竪穴建物

１ 棟（ SB201）・ 掘立柱建物１ 棟 (SB202)、 古墳時代中期と 推測さ れる 古墳２ 基（ SZ301・

SZ302）・ 箱式石棺１ 基（ ST301）、 弥生時代後期の竪穴建物１ 棟（ SB401） である。

写真 3 調査区周辺写真

　 地表より 約 1.4 ｍまでの深さ に盛土、 旧耕土、 床土、 にぶい赤褐色細砂質土（ 近世洪水層）

が堆積し ている。 その下層に約 0.4 ｍの厚さ で中世から近世の遺物を含むにぶい赤褐色細～中

砂質土（ 中世～近世洪水層） および第１ 遺物包含層である暗赤褐色中～粗砂質土層、 約 0.2 ｍ

の厚さ をもつ第２ 遺物包含層である赤褐色粗砂質土層（ 第１ 遺構面基盤層） が続く 。 さ らに下

層に約 0.1 ｍの厚さ をも つ第３ 遺物包含層である黒褐色中砂質土層（ 第２ 遺構面基盤層）、 第

４ 遺物包含層である厚さ 約 0.3 ｍの褐灰色シルト 質土層（ 第３ 遺構面基盤層） が続く 。 第４ 遺

構面は、 南側では黄褐色粘質土層上面で検出さ れた。

　 また、 各遺構面の標高は、 第１ 遺構面で標高約 20.9 ～ 21.2 ｍ、 第２ 遺構面で約 20.9 ｍ、

第３ 遺構面で約 20.8 ｍ、 第４ 遺構面で約 20.5 ｍである。

第２ 節　 基本層序



－ 12 －

第３ 節 第１ 遺構面 平安時代

　 中世～近世の遺物を含んだ暗赤褐色中～粗砂質土を掘削後、 赤褐色粗砂質土層を基盤層と し

て上面で検出さ れた遺構面である。 溝 18 条、 土坑１ 基、 ピッ ト 14 基を検出し た。 遺構面上

および遺構より 、 平安時代の土器が出土し ている。

１ ． 第１ 遺構面の遺構と 遺物

１ ） 溝

　 調査区の全域にわたり 、 北東―南西方向に延びる溝 17 条、 北西―南東方向に延びる溝１ 条

の合計 18 条を検出し た。 こ のう ち、 調査区南側の SD 101、 SD 103 なら び中央部の SD 107

図 4 第１ 遺構面平面図（ Scale 1:150）
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は掘削の幅および深度が SD 108 ～ SD 116 に比し て深く 、 流路状の堆積が確認さ れたこ と か

ら 用排水の溝と 考えら れる。 また、 北側の SD 108 ～ SD 116 は掘削方向が一定で、 掘削深さ

もほぼそろっているこ と から耕作溝と 考えられる。 以下に主な遺構のみを記載する。

SD101　

　 調査区の南側で検出し た北東―南西方向に延びる溝である。 最大幅 1.6 ｍ、 長さ 7.1 ｍ、 深

さ 0.35 ｍを測る。

SD103

　 調査区の南側で検出し た北東―南西方向に延びる溝である。西半分をより 深く 掘削し ている。

最大幅 2.6m、 長さ 12.5 以上ｍ、 深さ は西側で 0.75 ｍ・ 東側で 0.35 ｍを図る。 SD 103 から

は古墳時代後期の須恵器が出土し ているが、 周辺から 流れ込んだものと 考えられる。

SD107

　 調査区の中央で検出し た北東―南西方向に延びる溝である。 幅 0.9 ｍ、 長さ 12.3 ｍ以上、

深さ 0.15m を測る。

２ ） 土坑

SK101

　 調査区の南西端で検出し た土坑である。 本遺構の一部は調査区外に広がるも のの、 平面形状

は円形と 推測さ れ、 検出半径約 1.2 ｍ、 深さ 0.16 ｍを測る。 断面形状は逆台形状を呈する。

３ ） ピッ ト

　 ピッ ト は全部で 14 基検出さ れた。 掘建建物の柱と し てはまと まら ず、 それぞれ単独で掘削

さ れたも のと 推測さ れる。

SP110

　 調査区中央部で検出し たピッ ト である。平面形状は円形を呈し、直径26cm、深さ 6cm を測る。

埋土から は土師器高台付埦（ １ ） と 土師器皿（ ２ ，３ ） が出土し ている。

　 １ は SP110 から 出土し た土師器高台付埦である。 高台は削り 出し て作り 、 体部はゆるく 内

湾し て立ち上がり 口縁端部は外側に屈曲する。 ２ と ３ は SP110 から出土し た土師器皿である。

２ は体部が内湾し て立ち上がるものの、 体部中ほどで外湾し 口縁端部は外側に屈曲する。 ３ は

厚い体部をもち、 ゆるく 内湾し て立ち上がり 口縁部はそのままおさ める。

図 5 SP110 出土遺物実測図 (Scale 1:4)写真 4 SP110 土器出土状況
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第４ 節 第２ 遺構面 飛鳥時代

　 本来は黒褐色中砂質土層を基盤層と し てその上面より 遺構が切り 込まれている遺構面である

が土壌化が著し く 、 こ の面では遺構の確認が困難であっ たため、 遺構が検出できたのは、 北側

では第３ 遺構面である厚さ 約 30cm の褐灰色シルト 質土層上面（ 第４ 遺物包含層上面）、 南側

では後述する１ 号墳周溝埋土である黄褐色粒砂土上面だった。 竪穴建物１ 棟、掘立柱建物１ 棟、

溝２ 条、 性格不明遺構１ 基、 ピッ ト 18 基を検出し た。 遺構面上および遺構内から出土し た遺

物から飛鳥時代の遺構面と 考えられる。

１ ． 第２ 遺物包含層の遺物

　 ４ ～７ は第２ 遺物包含層である赤褐色祖砂質土中から出土し た。 ４ は土師器釜である。 体部

図 6 第２ 遺構面平面図（ Scale 1:150）
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はまっすぐに立ち上がり 頸部で外側へ大きく 屈曲し、 口縁端部は内側に折り 曲げる。 ５ は須恵

器坏身である。 平らな底部をも ち、 口縁部の立ち上がり は短い。 ６ は須恵器埦である。 体部と

口縁部と の境を強く ナデて２ 条の稜を形成し、 突帯下に８ 条の櫛描波状文を施す。 口縁部は内

埦し て立ち上がり 、 端部付近で外反する。 ７ は須恵器壺類である。 高台は張り 付けている。

２ ． 第２ 遺構面の遺構と 遺物

１ ） 竪穴建物

SB201

　 調査区中央部西側で検出し た平面形状が隅丸方形と 考えられる竪穴建物である。 本遺構の西

半は調査区外に拡がる。 また、 東辺部分は後述の落ち込み（ SX201） によって切られているた

め、 検出できたのは遺構の東半部、 南北幅（ 全長） 約 5.0 ｍ、 東西辺約 1.0 ｍほどである。 検

出面から の深さ は約 0.2 ｍである。

　 建物内は南辺および北辺の壁際に周溝があり、主柱穴と 考えられる直径約0.6 ｍ、深さ 約 0.2

ｍ、 柱間約 2.4 ｍを測るピッ ト を北東部と 南東部で１ 基ずつ、 合計２ 基検出し た。 また、 北壁

中央部に壁を切り 込む状態でカマド が造り 付けられていた。 カマド は東半部を検出し たが、 西

半部は調査区外に続いている。 平面形状は逆Ｕ 字形状と 推定さ れ、 検出長は東西幅約 0.8 ｍ、

南北幅約 1.6 ｍである。 カマド 前面には灰混じ り の焼土が認められた。 カマド の北側の建物外

部に煙道の痕跡を確認し た。 カマド 前面で土師器坏・ 甕、 須恵器坏などの破片がまと まって出

土し ており 、 飛鳥Ⅱ～Ⅲ様式に属すると 考えられる。

　 ８ と ９ は土師器埦である。 ８ は体部が内湾し て丸みもち、 口縁端部は短く 外反する。 ９ は小

片から復元を行った。 口縁部は厚く 口縁端部は面と する。 内部にミ ガキを施す。 周辺から放射

状にミ ガキを施す土師器埦の体部片が出土し ており、 接合関係は確認さ れなったものの、 こ れ

らは同一個体と 考えられる。

　 10 と 11 は土師器小型甕である。 10 に比し て 11 は頸部の稜が不明瞭である。 いずれも 摩耗

が激し い。 12 と 13 は土師器甕である。 いずれも 小片から 口縁部径を復元し ている。 12 は頸

部から 屈曲し 口縁端部は外側へつまみ出す。 22 は頸部で屈曲し 口縁部までいたる。 14 は須恵

器坏身である。 全体的に厚みがある。 受部上端が口縁端部より やや低く 位置する。

２ ） 掘立柱建物

SB202

　 調査区北東側で検出し た２ 間×２ 間の掘立柱建物である。 柱穴８ 基で構成さ れており 、 柱穴

は径約 0.5 ｍ～ 0.7 ｍ、 検出面から の深さ 約 0.1 ～ 0.4 ｍを測る。 平面形は円形、 掘方は東辺

中央部のみ浅い。 総柱建物と 考えら れるが北辺中央部の柱穴を欠く 。 柱間は約 1.8 ｍを測る。

ピッ ト 内から土師器と 須恵器の小片が出土し た。

図 7 第２ 遺物包含層および遺構面出土遺物実測図（ Scale 1:4）

０ 10 ㎝１ ： ４
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第４ 節 第２ 遺構面 飛鳥時代

図 8 SB201 平・ 断面図および遺構図

３ ） 落ち込み状遺構

SX201

　 SB201 の東側で検出し た落ち込みである。 平面形状が隅丸方形を呈し 、長径 5.0 ｍ、短径 4.5

ｍ、 深さ 約 0.5 ｍを測る。 SB201 を切っ ているこ と から SB201 より 新し い遺構と いえるが、

出土し た遺物がないため詳細な時期は不明である。
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SD201

　 調査区北東側で 検出し た、

SB202-SP07 に切ら れる 溝で

ある。 断面形状は浅いＵ 字形

を呈し 、 検出長約 1.4 ｍ、 幅約

0.2m、 検出面から の深さ 0.1m 

を測る。

SD202

　 調査区北西側で検出し た溝で

ある。 断面形状は南側だけ１ 段

下がる浅いＵ 字形を呈し 、 検出

長約 5.7 ｍ、 幅約１ ｍ、 検出面

からの深さ 約 0.25m を測る。

SP201 ～ 218

　 調査区の南側から北東で検出

し たピッ ト である。 平面形状が

円形、断面形状がＵ 字状を呈し、

直径約 0.2 ～ 1.2 ｍ、 深さ 約

0.1m ～ 0.35m を測る。 建物と

し てはまと まらない。

図 9 SB201 出土遺物実測図（ Scale 1:4）

図 10 SB202 平・ 断面図（ Scale 1:60）
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第５ 節 第３ 遺構面 古墳時代

図 11 第３ 遺構面平面図（ Scale 1:150）

　 飛鳥時代～古墳時代の遺物を含んだ黒褐色中砂質土を掘削後、 褐灰色シルト 質土上面で検出

し た遺構面である。 古墳２ 基、 箱式石棺１ 基、 土坑１ 基、 ピッ ト ７ 基を検出し た。 遺構面上お

よび遺構内から出土し た遺物から、 古墳時代中期の遺構面と 考えられる。

１ ． 第３ 遺構面の遺構と 遺物
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図 12 １ 号墳（ SZ301） 平面および見通し 図（ Scale 1:100）
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第５ 節 第３ 遺構面 古墳時代
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墳丘

　 調査区の南側で検出し た古墳である。 今回確認できたのは北西側の３ 分の１ ほどであり 全容

が明らかではないが、 古墳の形は円墳または前方後円墳を南側に向ける前方後円墳または帆立

貝形古墳の可能性も考えられる。 墳頂部は耕土層で削平さ れている。 墳丘は２ 段築成で、 斜面

全面に葺石が施さ れる。

　 墳丘墳裾から の検出し た範囲での長さ は約 9.0 ｍ、 復元し た墳丘の直径は約 18 ｍ、 墳頂部

の標高はT.P.20.7 ｍ～20.9ｍを測り 、南東へ行く ほど低く なる。墳頂平坦面は現存で南北約5.5

ｍ、 東西約 4.5 ｍ、 周溝底から残存する墳頂平坦面までの高さ は 0.9 ｍを測る。 墳丘の大部分

を削り 出し 、 盛土が確認できたのは墳頂部から約 0.2 ｍ程度である。 墳頂部上で埋葬施設は確

認できなかった。

図 13 壁断面図（ Scale 1:100）
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テラス

　 テラ スは幅約 0.8 ｍ、 周溝底から の高さ 0.3 ｍを測り 、 標高は北側で約 T.P.20.1 ｍ、 南側

で T.P.19.9 ｍであり 、 南に向かっ てやや低く なる。 北側で鉄製のＵ 字形鋤先が出土し た。 埴

輪の樹立痕跡は確認できなかった。

葺石

　 葺石は墳丘の傾斜面全面に葺かれている。おおよそ 2.5 ｍ間隔で縦方向に目地が通っており 、

葺石施工の基準と 考えら れる。 １ 段目は周溝底、 ２ 段目はテラスの基盤層を掘り 込んで基底石

を据えるが、 １ 段目は葺石を立てて設置し ながら弧を描いて並べるのに対し、 ２ 段目は石の長

手を横向きに設置し ながら 多角形状に並べる。 北側斜面の基底石および葺石はと もに大きく 、

比較的密に葺かれるのに対し て、南に向かう ほど小さ く なる。 ２ 段目西側斜面（ 図 12 の灰色部）

は後世の洪水によって崩落し たと 思われ、 下方向にずり 下がっ ている状況が確認さ れた。 葺石

の大きさ は、 北側斜面の基底石は約 40cm、 それ以外は約 15 ～ 35cm で、 西側斜面の基底石

は約 30cm、 それ以外は約 10 ～ 20cm である。

周溝

　 墳丘の周囲に幅約2.0 ｍの周溝がめぐる。周溝外側肩部から底までの深さ は約1.0 ｍを測り 、

検出面の標高は北側で T.P.20.8 ｍ、 南側で T.P.20.6 ｍである。 周溝外側肩部より テラス上面

の方が低く 、 斜面の角度は墳丘側が 25 度に対し 、 外側は 35 度と 急峻に削り 出す。

　 周溝埋土は上層から にぶい赤褐色～橙色粒砂質土、 にぶい褐色～にぶい黄褐色極細砂質土、

橙色～にぶい黄橙色中砂質土 極細砂質土混、 にぶい黄褐色～褐色シルト 質土、 黒褐色粘性シ

ルト の順であり 、 層厚約 30cm である上層のにぶい赤褐色～橙色粒砂質土、 層厚約 30cm で

ある中層のにぶい褐色～にぶい黄褐色極細砂質土、 層厚約 30cm である下層の橙色～にぶい黄

橙色中砂質土極細砂質土混は飛鳥時代の洪水によって堆積し た洪水層、 層厚約 10cm である最

下層のにぶい黄褐色～褐色シルト 質土、 黒褐色粘性シルト は築造直後から流れ込んだ土砂と 考

えられる。

出土遺物

　 下層からは古墳時代中期前半の土師器甕が出土し たが、 土層の堆積状況から流れ込んだもの

と 考えら れ、 本墳の築造年代を示すものと はいいがたい。

　 周溝内からは古墳時代中期～飛鳥時代の土器、 周溝底で刀子などが出土し た。 し かし 、 本古

墳の築造年代を判断できる遺物は出土し なかった。

　 15 と 16 は土師器埦である。 15 は巻き上げのち外部に痕跡をよく 残す。 16 は底部から体部

図 14 １ 号墳（ SZ301） 周溝出土遺物実測図（ １ ）（ Scale 1:4）
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く 完形に復元すること ができなかった。 頸部から内湾し て短く 立ち上がり 、 口縁端部に面取り

を行う 。 胴部～底部の破片から長胴形に復元できる。

　 21 ～23 は円筒埴輪片である。21 は断面台形の突帯をもつ。22 と 23 はＢ 種ヨ コ ハケを施し 、

外面に赤色塗料を塗布する。 23 は透孔がみえる。 21 は橙味をもつのに対し 、 22 と 23 は白味

をもつ。 １ 号墳では円筒埴輪の樹立はなく 、 小破片のみの出土であるため、 周辺からの流れ込

みと 判断さ れる。

　 24 は鉄製Ｕ 字形鋤先である。 25 は鉄製刀子である。 26 は鉄鏃の茎と 推測さ れる。

２ 号墳（ SZ302）

　 北側で検出し た周溝を伴う 低墳丘の方墳である。 北半の大部分が調査区外に出ているため全

容は不明である。 墳丘は東西方向約 6.0 ｍ、 周溝から 墳丘上までの高さ 約 0.4 ｍ、 周溝を含ん

だ全長は約 8.0 ｍ、 周溝幅約 1.0 ｍを測る。 周溝内および墳丘上から弥生時代後期から庄内式

併行期の土器片が出土し ているが、 周辺からの流れ込みの可能性がある。

　 27 は弥生土器大型高坏である。 口縁部は外反し て立ち上がり 口縁端部はナデにより 面取り

を施す。 28 は弥生土器甕である。 頸部は外側へ強く 外反し 口縁端部は面取り を施す。

３ ） 箱式石棺

ST301

　 １ 区東側で検出し た東西方向に長軸をもつ箱式石棺である。 石棺規模は短軸長 0.5 ｍ、 内法

0.2 ｍ、 長軸長 0.9 ｍ、 内法 0.7 ｍ、 深さ 0.3 ｍ、 掘形規模は、 短軸長 0.7 ｍ、 長軸長 1.3 ｍ、

深さ 0.3 ｍを測る。

　 北側の側石は長辺約 0.3 ｍのも の２ 枚で構成さ れ、 南側は長辺 0.3 ｍ、 0.25 ｍの大きいも

の２ 枚に加え、 東側の小口と の隙間を埋めるよう に、 東端に拳大の石が１ 個設置さ れている。

小口は１ 枚で構成さ れ、 西側の小口は、 北・ 南側の側石と の間、 および小口外側と 掘方と の間

の隙間を埋めるよう に、 １ 個ずつ計３ 個拳大の石を設置し ていた。 また、 小口の底部は棺底に

落ち込んでいた。 蓋石は、 東側の小口と 南東の側石の上に１ 枚、 西側の小口および北西と 南西

の側石に１ 枚、計２ 枚が蓋をし た状態で検出さ れた。 蓋石と 石棺本体、および小口と 側石など、

図 15 １ 号墳（ SZ301） 周溝出土遺物実測図（ ２ ）（ Scale 1:3）

の立ち上がり が急で体部はまっす

ぐ にのびる。 調整が明瞭に残る。

17 は黒色土器の埦である。 体部

がやや内湾し てのび口縁端部外側

に凹みをもつ。

　 18 は土師器小壺である。 体部

は球状で、 頸部は内湾し て立ち上

がる。

　 19 は土師器直口壺である。 頸

部はまっすぐにやや傾斜し て立ち

上がる。

　 20 は土師器甕である。 周溝内

に転がり こ んだ状況で出土し てお

り 、 口縁部から底部片まで確認し

ているものの、 破片の摩耗が激し

０ 10cｍ1 ： 3
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第２ 章 発掘調査の成果

図 16 ２ 号墳（ SZ302） 平面および周溝断面図（ Scale 1:60）

図 17 ２ 号墳（ SZ302） 出土遺物実測図（ Scale 1:4）
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第５ 節 第３ 遺構面 古墳時代

図 18 ST301 平・ 断面図（ Scale 1:20）

各石の隙間は褐色シルト 質土を詰めて固定し ている。 底石は存在し ない。 北・ 南側の側石共に

北から南に向かってやや傾いているこ と から、 上部を土石流で流さ れたと 考えられる。

４ ） 土坑

SK301

　 調査区の北側で検出し た、 平面形状が隅丸方形を呈す浅い土坑である。 北辺を撹乱で削平さ

れており 、 検出長は南北 0.5 ｍ、 東西 0.5 ｍ、 深さ 0.15 ｍを測る。

５ ） ピッ ト

SP301 ～ 307

　 調査区の北側で検出し た、 平面形状は円形を呈す浅いピッ ト である。 直径約 20 ～ 80cm、

深さ ５ ～ 15cm を測る。 建物と し てはまと まらない。
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第２ 章 発掘調査の成果

図 20 第４ 遺構面平面図（ Scale 1:150）

　 褐灰色シルト 質土を掘削後、 黄褐色粘質土上面で検出し

た遺構面で、遺構は竪穴建物１ 棟、ピッ ト ９ 基を検出し た。

遺構面上からは、 太型蛤刃石斧と 思われる石製品の基端部

が出土し ている。 また、 調査区の北西部で拳大から人頭大

の大きさ の石を複数検出し た。 北西から南東方向に並んで

いるため、 土石流の痕跡と 考えられる。 遺構面上および遺

構内から 出土し た遺物から、 弥生時代後期の遺構面と 考え

られる。
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図 19 第４ 遺物包含層出土遺物実測図

第６ 節　 第４ 遺構面　 弥生時代後期

０ 10 ㎝１ ： ４

29

（ Scale 1:4）
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第６ 節 第４ 遺構面 弥生時代

１ ． 第４ 遺構面の遺構と 遺物

１ ） 竪穴建物

SB401

　 調査区中央部西側、第２ 遺構面で検出し た SB201、SX201 の下層で検出し た竪穴建物である。

平面形状は隅丸方形で、 南北約４ ｍ、 東西約５ ｍ、 検出面からの深さ は約 30cm を測る。 床面

から柱穴を８ 基検出し ている。 埋土および床面から 弥生時代後期の土器が出土し ている。

SB401 ‐ P1 ～ P4

　 建物の４ 隅に並ぶ柱穴である。 平面形状は円形、 断面形状は浅いＵ 字形を呈する。 直径約

40 ㎝、 検出面からの深さ は約 10 ㎝、 柱間約２ ｍを測る。

SB401 ‐ P5

　 建物の東辺中央部で検出し た柱穴である。 平面形状は円形、 断面形状は検出面から 10 ㎝で

東側が１ 段深く なる。 直径約 40 ㎝、 検出面から の深さ は約 20 ㎝を測る。 埋土から 弥生時代

後期の甕の破片が出土し ている。

SB401 ‐ P6

　 建物の南辺中央部で検出し た柱穴である。 平面形状は円形、 断面形状は西側が深いＶ 字形を

呈する。 直径約 40 ㎝、 検出面からの深さ は約 15 ㎝を測る。

SB401 ‐ P7、 P8

　 建物の中央から西より で検出し た、 東西に隣接する２ つの柱穴である。 平面形状は円形、 断

面形状はＵ 字形を呈する。 直径約 40 ㎝、 検出面からの深さ は約 10 ～ 15㎝を測る。

　 31 は大型高坏である。 坏底部はゆるく 立ち上がり 、 口縁部が強く 外反し 口縁端部は丸く お

さ める。 坏底部は円盤充填により 閉塞を行う 。 32 は高坏脚部である。 脚部は外反し て開き、

穿孔数は不明であるが透孔を穿つ。 33 は壺類である。 胴部のみの出土であるため詳細な器形

は不明である。 胴部上半にススの付着が確認できる。 34 と 35 は甕である。 34 は胴部が長胴

であり 頸部が「 く 」 字状に屈曲する。 口縁端部に浅い凹線を１ 条施す。 35 は頸部で屈曲し た

のち口縁部が外反し て立ち上がり 口縁端部に面をも つ。 36 は台石である。 上面と 下面に凹み

を確認できるが顕著な研磨痕跡はみられない。

 29 は第４ 遺物包含層である 褐灰色シル

ト 質土から 出土し た弥生土器高坏である。

脚端部は末広がり で３ 方向の透孔を穿つ。

30 は第４ 遺構面である黄褐色粘質土に刺

さ った状態で出土し た太型蛤刃石斧の基部

である。 断面は楕円形を呈す。

図 21 第４ 遺構面出土遺物実測図（ Scale 1:4）

０ 10 ㎝１ ： ４

30
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第２ 章 発掘調査の成果

図 22 SB401 平・ 断面図（ Scale 1:40）
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第６ 節 第４ 遺構面 弥生時代

２ ） ピッ ト

SP401

　 調査区北側で検出し たピッ ト である。 平面形状は円形、 断面形状は検出面から 25cm で東側

が１ 段深く なる。 直径約 60cm、 深さ 約 45cm を測る。

SP402 ～ 407

　 調査区北側で検出し たピッ ト である。 平面形状は円形、 断面形状は浅いＵ 字状を呈す。 直径

約 20 ～ 80cm、 深さ ５ ～ 15cm を測る。

SP408

　 調査区南側で検出し たピッ ト である。 平面・ 断面形状が隅丸方形を呈する。 北側および西側

を攪乱で削平さ れている。 検出さ れた南北長 40cm、 東西長 30cm、 深さ 5cm を測る。

SP409

　 調査区南側で検出し たピッ ト である。 平面形状が円形、 断面形状がＵ 字状を呈する。 南東側

を第３ 遺構面で検出し た１ 号墳 の周溝で削平さ れている。 直径約 50cm、深さ 約 20cm を測る。

　 SP401 ～ 409 は、 掘立柱建物と し てまと まらない。

図 24 SB401 出土遺物実測図（ Scale 1:8）

０ 10 ㎝１ ： ４

０ 20 ㎝１ ： ８
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図 23 SB401 出土遺物実測図（ １ ）（ Scale 1:4）
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第２ 章 発掘調査の成果

表 2 出土土器観察表

掲載 
番号

遺物名 出土地点
計測値 (cm) 調整 

( 上 : 内面、 下 : 外面 )
色調 

( 上 : 内面、 下 : 外面 )
胎土 焼成 残存率 備考

口径 底径 器高

1
土師器 
高台付埦

SP110 (13.8) (6.4) 3.9
ナデ、 ロク ロ ナデ 2.5YR6/8( 橙 )、 7.5YR( にぶい橙 ) 白色粒 :( ～ 0.5) 少、金雲母 :

微
良好

口縁 )10% 、
底 )100%

高台削り 出し
ナデ、 ロク ロ ナデ 2.5YR6/6-6/8( 橙 )

2
土師器 
皿

SP110 (13.2) - < 1.8>
ユビ ナデ 7.5YR8/6( 浅黄橙 ) 石英 :( ～ 0.5) 微、白色粒 :( ～

1.0) 微
良好

口縁～体 )
30%ユビ ナデ 5YR7/6( 橙 )

3
土師器 
皿

SP110 (11.6) - 1.8
ユビ ナデ 7.5YR8/4( 浅黄橙 ) ク サリ 礫 :( ～ 2.0) 微、チャ ー

ト :( ～ 0.5) 微、石英 :( ～ 0.5)
微

良好 全体 )25%
ユビ ナデ 5YR8/4( 浅橙 )

4
土師器 
釜

第２ 遺物
包含層

(25.2) - < 8.4>
板ナデ、 ユビ ナデ 7.5YR6/3( にぶい褐 ) ～ 4/3( 褐 ) 白色粒 :( ～ 0.5) 少、金雲母 :

少
良好 口縁 )30%

ハケ、 板ナデ、 ユビナデ 7.5YR6/4( にぶい橙 )・ 5/4( にぶい褐 )

5 須恵器 
坏 H

第２ 遺物
包含層

11.3 - 3.2
ロク ロナデ 7/N ( 灰白 ) 白色粒 :( ～ 0.5) 少、 黒色

粒 :( ～ 0.5) 少
良好 全体 )30%

ロク ロナデ、 回転ヘラ ケズリ 6/N ( 灰 )

6
須恵器 
埦

第２ 遺物
包含層

9.1 3.7 6.1
ナデ消し N 5/( 灰 )

黒色粒 :( ～ 1.0) 良好 全体 )100%手持ちヘラ ケズリ 、 櫛描波状文、
ナデ消し

N 5/( 灰 )

7
須恵器 
壺類

第２ 遺物
包含層

- (9.4) < 7.8>
ロク ロナデ 2.5Y5/1( 黄灰 )

白色粒 :( ～ 0.5) 少 良好
胴部 )35% 、
底 )5%

高台貼り 付け
ロク ロナデ 5Y4/1( 灰 )

8
土師器 
坏

SB201 (13.6) - < 6.1>
不明 5YR6/8( 橙 )

白色粒 :( ～ 0.5) 少
やや
不良

全体 )40%
不明 5YR7/6 ～ 6/6( 橙 )

9 土師器 
坏

SB201 (16.0) - < 3.4>
ミ ガキ 5YR6/6( 橙 ) 白色粒 :( ～ 0.5) 少、長石 :( ～

0.5) 微
良好 口縁 )5%

不明 5YR6/4( にぶい褐 )

10
土師器 
小型甕

SB201 (12.0) - < 8.5>
ハケ、 ユビナデ 2.5YR5/2( 赤灰 ) ～ 3/2( 暗赤褐 )

砂粒 :( ～ 2.0) 多 良好
口縁～体上
半 )20%ハケ、 ユビナデ 2.5YR6/6( 橙 )

11
土師器 
小型甕

SB201 (12.2) - < 6.5>
ユビ ナデ 2.5YR6/6( 橙 ) ク サリ 礫 :( ～ 1.5) 多、 長

石 :( ～ 0.5) 微、 その他砂
粒 :( ～ 0.5) 多

やや
不良

口縁～体上
半 )25%

軟質
ユビ ナデ 2.5YR6/6( 橙 ) ～ 5/6( 明赤褐 )

12
土師器 
甕

SB201 (33.4) - < 10.2>
ケズリ 、 ユビ ナデ 2.5YR6/8( 橙 ) 金雲母 : 少、その他砂粒 :( ～

0.5) 少
良好 口縁 )20% やや軟質

ハケ？。 ユビ ナデ、 ユビオサエ 5YR6/8( 橙 )

13
土師器 
甕

SB201 (23.2) - < 7.7>
板ナデ、 ユビ ナデ 7.5YR7/4( にぶい橙 ) 金雲母 : 微、 長石 :( ～ 0.5)

微
良好 口縁 )5%

ハケ、 ユビナデ 7.5YR8/4( 浅黄橙 )・ 6/4( にぶい褐 )

14
須恵器 
坏 H

SB201 (9.0) (5.9) < 3.1>
ロク ロナデ N 7/( 灰白 ) 白色粒 :( ～ 0.5) 微、小礫 :( ～

10.0) 少量
良好 全体 )40%

ロク ロナデ、 回転ヘラ ケズリ N 5/( 灰 )

15
土師器 
埦

１ 号墳 
周溝

13.6 6.4 3.7
ユビ ナデ 5YR7/6 ～ 6/6( 橙 )

ク サリ 礫 :( ～ 1.0) 微、 白色
粒 :( ～ 0.5) 微

良好
口縁～体 )
30% 、 
底 )100%

外面底部無調整、
巻き 上げ痕を 残
すユビ ナデ 5YR7/6 ～ 6/6( 橙 )

16
土師器 
埦

１ 号墳 
周溝 (13.8) 9.6 < 3.5>

ロク ロナデ 7.5YR8/6( 浅黄橙 )・ 7/6( 橙 ) 金雲母 : 微、長石:( ～ 0.5) 微、
白色粒 :( ～ 0.5) 少 良好

口縁～体 )
30% やや軟質

ロク ロナデ 7.5YR7/4( にぶい橙 )・ 7/6( 橙 )

17
土師器 
埦

１ 号墳 
周溝

(20.0) - < 5.5>
ナデ、 ミ ガキ 7.5YR7/6( 橙 ) 長石 :( ～ 0.5) 微量、 白色

粒 :( ～ 0.5) 少
やや
不良

口縁～体 )
25%

黒色土器の可能
性ありナデ 7.5YR8/6( 浅黄橙 )・ 7/6( 橙 )

18
土師器 
小型壺

１ 号墳 
周溝

8.3 - 9.2
ユビ ナデ、 ナデ 5YR5/6( 明赤褐 )

白色粒 :( ～ 0.5) 少、 その他
砂粒 :( ～ 1.0) 少

良好
口縁部 )
95% 、 体～底
部 )55%

周溝底面付近か
ら 出土ナデ 7.5YR5/4( にぶい褐 )

19
土師器 
直口壺

１ 号墳 
周溝

8.9 - < 8.3>
ユビ ナデ、 ユビオサエ 5YR6/6( 橙 ) 黒褐色粒 :( ～ 0.5) 少、 白色

粒 :( ～ 0.5) 微、 その他砂
粒 :( ～ 1.0) 少

良好
口縁部 )99% 、 
肩部 )85%ユビ ナデ 5YR7/8( 橙 )

20
土師器 
甕

１ 号墳 
周溝

17.2 - < 10.1>
ユビ ナデ 5YR7/6・ 7/8・ 6/6( 橙 )

ク サリ 礫 :( ～ 1.5) 多、 白色
粒 :( ～ 0.5) 少

良好
口縁～頸 )
90% 、 
肩～底 )70%

やや軟質
タ タ キ、 ユビ ナデ 5YR7/6・ 6/6( 橙 )

21 円筒埴輪
１ 号墳 
周溝

- - < 6.3>
ナデ、 ハケ 7.5YR5/6( 明褐 ) 石英 :( ～ 0.5) 微、 チャ ー

ト :( ～ 0.5) 微
良好 -

ナデ 7.5YR5/6( 明褐 )

22 円筒埴輪
１ 号墳 
周溝

- - < 6.3>
ナデ、 ハケ 7.5YR7/4( にぶい橙 ) 長石 :( ～ 0.5) 少、白色粒 :( ～

0.5) 微
良好 -

外面赤採塗布、
やや軟質ナデ 10YR8/4( 浅黄橙 )

23 円筒埴輪
１ 号墳 
周溝

- - < 6.1>
ナデ、 ハケ 7.5YR7/4( にぶい橙 ) 長石 :( ～ 0.5) 少、白色粒 :( ～

0.5) 微
良好 -

外面赤採塗布、
やや軟質ナデ 10YR8/4( 浅黄橙 )

27
弥生土器 
有稜高坏

SB202 (26.8) - < 3.9>
ナデ 7.5YR4/2( 灰褐 ) ク サリ 礫 :( ～ 2.0) 少、 金雲

母 : 少、その他砂粒 :( ～ 1.0)
多

良好 口縁部 )10%
ナデ→ミ ガキ 7.5YR3/1( 黒褐 )

28
弥生土器 
甕

2 号墳 
周溝

(16.0) - < 2.0>
ナデ 7.5YR7/6( 橙 )

チャ ート :( ～ 0.5) 少 良好 口縁部 )15%
ナデ 7.5YR7/4( にぶい橙 )

29
弥生土器 
高坏

SB401 (8.0) - < 6.7>
不明 2.5YR6/6 ～ 6/8( 橙 ) 長石 :( ～ 0.5) 少、白色粒 :( ～

0.5) 微、その他砂粒 :( ～ 2.0)
多

良好
脚柱部 )
95% 、 
坏底部 )90%ユビ オサエ、 ナデ、 ミ ガキ 2.5YR5/6( 明赤褐 )

31
弥生土器 
有稜高坏

SB401 (28.2) - < 8.1>
ミ ガキ 2.5YR6/8( 橙 )

石英 :( ～ 0.5) 微、 その他砂
粒 :( ～ 2.0) 多

良好
坏底部 )
60% 、 
口縁部 )10%ナデ 2.5YR6/6・ 6/8( 橙 )

32
弥生土器 
高坏

SB401 - - < 7.6>
ナデ 2.5YR6/6( 橙 )

ク サリ 礫 :( ～ 2.0) 微、 白色
粒 :( ～ 0.5) 微

良好
脚柱部 )
20% 、 
脚端部 )10%ミ ガキ、 ユビ オサエ 5YR7/6・ 6/6( 橙 )

33
弥生土器 
壺類

SB401 - - <17.3>
ユビ オサエ、 ナデ消し 10YR7/4( にぶい黄橙 ) ～ 7/6( 明黄褐 )

石英 :( ～ 0.5) 微、 その他砂
粒 :( ～ 2.0) 少

良好 胴部 )35% 肩部スス付着
ミ ガキ、 ナデ 7.5YR5/4( にぶい褐 ) ～ 6/4( にぶい橙 )

34
弥生土器 
甕

SB401 (15.0) - < 13.4>
ナデか 5YR6/4( にぶい橙 )・ 5/2( 灰褐 )

白色粒 :( ～ 0.5) 少、 その他
砂粒 :( ～ 0.5) 少

良好
口縁～頸部 )
5% 、 
胴部 )20%ナデ、 ハケ 7.5YR7/3( にぶい橙 ) ～ 5/3( にぶい褐 )

35
弥生土器 
甕

SB401 (20.6) - < 5.2>
ハケ 2.5YR6/6 ～ 6/8( 橙 ) 長石 :( ～ 2.0) 多、白色粒 :( ～

0.5) 微、その他砂粒 :( ～ 2.0)
多

良好
口縁～頸
部 )25%

やや軟質
ナデ、 タ タ キ→ナデ 2.5YR5/6( 明赤褐 )

掲載 
番号

遺物名
計測値 (cm)

重量 (g) 残存率 備考
長 幅 厚

24 鉄製 U 字型鋤先 < 10.0> 2.5 0.4 32.7 全体 )40%

25 鉄製刀子 < 10.1> 1.4 0.4 9.8 全体 )99%

26 鉄鏃 < 3.5> - 0.4 1.2 不明 茎部のみ

30 太型蛤刃石斧 < 8.4> < 5.8> 4.6 454.2 全体 )50%

36 台石 25.3 13.2 9.6 5723.0 全体 )85% 花崗岩製

表 3 出土鉄器および石器観察表
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第３ 章　 まと め―住吉宮町遺跡第 56 次調査の成果概要―

第１ 節　 各時代の遺構

はじ めに　 今回の調査では平安時代１ 面、 飛鳥時代１ 面、 古墳時代中期１ 面、 弥生時代後期

１ 面の合計４ 面の遺構面を確認し た。

平安時代　 第１ 遺構面では鋤溝および溝を検出し ており 、 こ の時期において本調査地は耕作

域であっ たこ と をう かがわせる。 　

飛鳥時代　 第２ 遺構面では飛鳥時代の竪穴建物１ 棟、 掘立柱建物１ 棟を検出し た。 掘立柱

建物である SB202 は、 柱穴内から 年代を推定でき る土器の出土がなかっ たため、 時期は不

明である。 し かし 、 竪穴建物である SB201 から は、 カ マド 周辺でまと まっ た数の土器が出

土し た。 土器の組成は土師器埦・ 甕、 須恵器坏身 G である。 須恵器坏身は、 口縁部が受部

より も 上位に位置するこ と から、 飛鳥Ⅱ～Ⅲ様式に属すると 考えら れ、 土師器埦の形態等

と も 齟齬がないため、 こ の頃のも のと 位置付けら れよう 。 本調査地の西側で実施し た第 17

次調査では、 ６ 世紀末～７ 世紀初頭の竪穴建物 16 棟を検出し ている。 こ のう ち、 ５ 棟の竪

穴建物でカ マド を確認し たが、 いずれも 北辺中央部に設置し ていた。 今回の調査で検出し

た SB201 も 同様である。 本調査地周辺では竪穴建物および掘立柱建物を複数検出し ており 、

密度の高い集落域を形成し ていたも のと 考えら れる。

古墳時代　 第３ 遺構面では古墳時代中期と 推測さ れる古墳２ 基（ SZ301： １ 号墳、 SZ302：

２ 号墳） と 箱式石棺１ 基を検出し た。 今回の１ 号墳および２ 号墳の発見によっ て住吉宮町遺

跡で確認し た古墳総数は 83 基と なっ た。 １ 号墳は、 大部分が調査区外に及ぶため全容は明

ら かではないが、 飛鳥時代の洪水によっ て堆積し た土砂により 葺石や墳丘が良好に残存し て

いた。 本古墳の復元し た円丘部径は約 18 ｍであり 、 こ れは第９ 次調査で検出し た住吉東古

墳の円丘部と 同規模である。 本古墳の周溝内で鉄製品や土師器が出土し たが、 いずれも 本古

墳に帰属するも のかは不確定であり 、 築造年代を決定づける資料を得るこ と ができなっ た。

また、 埴輪片が周溝内から 出土し ているが、 流れ込んだも のと 考えら れ、 本古墳の北側に未

知の古墳が存在する可能性が指摘できる。 ２ 号墳の周溝内から 弥生土器の大型高坏と 甕片が

出土し ているも のの、 いずれも 小片であり １ 号墳と 同様に築造年代を示すも のではないと 考

えら れる。 本調査地周辺では、 第２ 次調査の６ 号墳（ 長さ ３ ｍ） や７ 号墳（ 同 7.5 ｍ）、 第

1 次調査の 11 号墳（ ４ ｍ） と いっ た葺石を葺かない小型墳があり 、 こ れら に類するも のを

推測さ れる。 第２ 次調査７ 号墳は木棺直葬で、 埋葬施設内から 出土し た須恵器から TK208

型式と さ れ、 同６ 号墳は墳丘同士の切り 合い関係から TK23・ 47 型式以降のも のと さ れて

おり 、 墳丘の規模感のみで築造年代を決定できないこ と を示す。 ２ 号墳の築造年代は現状で

はが不明と 言わざるを得ないが、 今後の調査によっ て明ら かになるこ と が期待さ れる。

　 住吉宮町遺跡において、 墳丘を伴わない箱式石棺はこ れまで 15 基が知ら れていたが、 今

回の ST301 の発見により 16 基目の事例と なっ た。 箱式石棺は第４ 次調査で３ 基、 第５ 次

調査で２ 基、 第 32 次調査で９ 基、 第 50 次調査で１ 基がそれぞれ確認さ れており、 その分

布には偏り があるこ と がわかる。 分布状況を確認すると 、 現在の本住吉神社の東側には谷状

地形と なっ ており 、 第 32 次調査の箱式石棺はこ の谷に近い位置にまと まっ て検出さ れてい

る。 また、 第 50 次調査地から 谷状地形の間で古墳は確認さ れていない。 今後の調査成果に

より 状況が変わる可能性を残すも のの、古墳の築造に向かない谷状地形に近い位置を選んで、
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箱式石棺墓を設け、 古墳の築造域と は区別し た可能性も 指摘できよう 。

弥生時代　 弥生時代の竪穴建物は、本調査地の南側に位置する第 11 次調査や第 27 次調査、

第 33 次調査で確認さ れている。 本調査地より 北側での検出例はなく 、 今回の発見が住吉

宮町遺跡における北限の事例と なっ た。 今回の SB401 内では壺・ 甕・ 高坏と いっ た土器

のほか、台石と 推定さ れる石器が出土し ており 、日常の生活に使用し たも のを考えら れる。

出土し た甕にタ タ キを施すこ と から 弥生時代後期（ Ⅴ様式） に属すると 考えら れる。 住吉

宮町遺跡ではこ の時期の竪穴建物の事例は少なく 、 当該期における土地利用を考察し てい

く には、 今後の調査成果の蓄積が待たれる。

小結　 今回の調査によっ て、 住吉宮町遺跡における各時期の様相がより 明ら かと なっ た。

旧耕作土層以下に複数回の洪水層が確認でき、 洪水の発生に伴い集落、 墓域、 耕作域と 使

用用途を変更し た様子がう かがえる。 こ のよう に、 今回の調査によっ て各時期の遺跡空間

利用と 変遷を考えるう えで重要な成果を得たと いえる。

　 前述の通り 、 今回の発掘調査によっ て得た成果は多岐にわたるが、 と く に重要な成果と な

るのが、 １ 号墳の発見である。 以下に本古墳について多少の考察を加えるこ と と する。

築造年代　 １ 号墳の築造年代は前述の通り 不明である。１ 号墳から は円筒埴輪の樹立も なく 、

周溝内に供献土器も なく 、 埋葬施設も検出できなかっ たため、 本墳に伴う 遺物は得ら れてい

ない。 周溝内から 出土し た土師器甕は、 やや長胴化し ており 、 口縁端部はやや肥厚するも の

の、 面取り は不明瞭であるなど退化し ているこ と から 、 布留式期Ⅳの後半段階のも のと 考え

ら れる（ 米田 1990・ 1991）。 こ の土師器甕は、 周溝底から 洪水砂が 50cm 程度堆積し たの

ちに転がり 込んだも のであり 、 古墳の築造年代を示すと は断言し がたい。

　 し かし 、住吉宮町遺跡内で確認さ れた古墳群（ 以下、「 住吉宮町古墳群」 と 呼称する） では、

古い段階に築造さ れたも のほど葺石の葺き方が丁寧で、 徐々に粗雑化傾向にあるこ と が指摘

さ れており （ 安田編 2001）、 ５ 世紀初頭に築造さ れた第 52 次調査１ 号墳と 、 ５ 世紀後葉に

築かれた住吉東古墳と では、 後者が帆立貝形古墳であるにも かかわら ず、 明ら かに葺石を葺

く 工程を省略し た様子がみてと れる。 今後の検討を大いに残すも のの、 現状では５ 世紀前半

の築造と 推測し たい。

墳丘形態　 １ 号墳は円丘部分の約３ 分の１ 程度が発掘調査によっ て明ら かになっ たに過ぎな

い。 １ 号墳の墳形は円墳であるが、 本墳の大部分は調査区外に位置し ており 全容は明ら かと

なっ ていない。 住吉宮町古墳群で発見さ れた総数 83 基のう ち、 円墳は２ 基のみであり 、 本

古墳において円墳は極めて珍し い。 一方で、 前方後円墳は１ 基（ 坊ヶ 塚古墳 ； 全長 57 ｍ）、

帆立貝形古墳は１ 基（ 住吉東古墳； 全長 24 ｍ） 確認さ れており 、 坊ヶ 塚古墳は葺石、 住吉

東古墳は墳頂部と 斜面と の境に石を並べた列石を施す。 また、 古墳群内の円墳で葺石を施し

①古墳築造前 ②周溝掘削 ③墳頂部盛土 ④葺石を葺く

盛土
葺石

図 25 １ 号墳墳丘築造過程模式図 
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たも のはない。 １ 号墳の円丘部径や葺石の存在を勘案するに、 本古墳は前方後円墳ないし は

帆立貝型古墳である蓋然性は高いも のと 考えら れる。

葺石の葺き方　 １ 号墳は墳丘が洪水砂によっ て埋没し 、 葺石の葺き方が復元できるほど良好

な状態で発見さ れた。 葺石は長さ 40cm × 20cm 程度の長方形の石材と 、 15cm 程度の円～

楕円形の石材と が使用さ れる。 まずは前者を 基底石と し て長辺部分を寝かせた状態で横方

向に並べ、 次に後者の石材を、 長軸を墳丘に刺す形で下方から 順に縦方向に葺く 。 80cm ～

100cm の間隔で目地の基準と なる石列を斜面方向に並べ、 最後に目地間を後者の石材で充

足する。 裏込石はなく 、 廣瀬覚によるｃ 類に分類さ れる（ 廣瀬 2011）。 なお、 本墳の特筆点

と し て、 墳頂部分のみ直線状に葺石の石材が並ぶこ と が上げら れる。 墳丘上段の基底石まで

円形を志向し ていたのに対し 、 墳頂部のみ多角形を志向し ていたよう であるが、 その理由に

は不明であり 、 今後の調査の進展に期待し たい。

古墳の構築方法　 １ 号墳は現地保存を行っ たため、 墳丘全体の立ち割り を行っ ていない。 し

かし 、 部分的に最小限の立ち割り 調査を行っ ており 、 テラ ス部分は外堤側より 低く 、 墳丘部

分の盛土は 20cm ～ 30cm と 極低いこ と が判明し た。 こ のこ と から 墳丘構築方法について、

以下の通り 復元できる 。 ①墳丘下段～上段の途中までを成形し ながら 周溝部分を掘削する 。

②墳頂部分のみ盛土を施す。 ③葺石を葺く 。 こ れ以降に埋葬移設を設けたも のと 推測さ れる

が、 埋葬移設は検出さ れなかっ たため不明である。

住吉宮町遺跡の支群分け　 住吉古墳群における古墳の分布を見てみると 、 現在の本住吉神社

の東側にみえる谷状地形を境に東西にわけるこ と ができる。 本稿では便宜的に谷状地形より

東側の古墳を「 東支群」 と し 、 谷状地形より も 西側を「 西支群」 と し てそれぞれ一括り と す

図 26 住吉宮町古墳群の古墳分布図（ Scale 1:5000）
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10-SX04 10- 溝 1

10- 溝 3

32-SX20332-SX203

32-SX20132-SX201
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32-ST0832-ST08
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32-ST0432-ST04

32-ST0632-ST06

32-ST0232-ST02

32-ST0632-ST06

56-1

46-146-11-11-1

1-21-2

1-111-11 4-SX054-SX05

4-ST014-ST01

27-ST301

4-ST024-ST02
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2-32-3
17-417-4

18-118-1

17-717-7 17-517-5

17-617-6
17-117-117-817-8

54-154-1

17-217-2

17-317-3

2-42-4

2-52-5

2-82-8 2-92-9

2-102-10
2-62-6
2-72-7

32-ST03
32-ST05

56-2

西支群

東支群

０ 200ｍ1 ： 5000

凡例）

「調査次数ー古墳の遺構番号」 で表記

※古墳の規模・範囲は図上で復元したものを含む
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第３ 章 まと め

　 １ 号墳は、 洪水砂の堆積が結果的に保護層の役割を果たし ており、 良好な状況で墳丘が保た

れていた。 こ れを受けて、 神戸市文化スポーツ局では本墳を現地保存に値する遺構と し て評価

し 、 令和３ 年５ 月に事業主体局である神戸市こ ども家庭局ならびに社会福祉法人住吉むつみ会

と 協議を行った。 古墳が位置する場所は園庭部と なること、 建物建設に際し 充分な地盤強度を

も つこ と から、 古墳の大部分を損壊せずに工事施工が可能と なるこ と が確認さ れた。 その後、

建物基礎により 影響を受ける範囲において記録保存調査を実施し 、 その他の範囲は、 墳丘保

護のために土嚢および真砂土による養生を行っ た。 真砂土による保護層は 30c ｍ程度であり 、

その上に当初掘り 出し た残土を被せて埋め戻し を行い、 遺構の現地保存作業を完了し た。

写真 5 土嚢および真砂土による養生作業

第３ 節　 １ 号墳の現地保存

る。 東支群には、 住吉宮町古墳群最古の古墳である第

52 次調査 1 号墳や、 坊ヶ 塚古墳、 住吉東古墳が含ま

れる。 坊ヶ 塚古墳の年代観も 定かではないも のの、 基

本的には古墳群の築造開始から 終焉までの約 100 年

の間、 連綿と 古墳を築き続けたも のと 考えるこ と がで

きる。 一方、西支群は最も 古いも ので TK208 型式（ 5

世紀中頃） であり 、 古墳の築造数も 東支郡に比べて少

ない。 以上の状況から 、 西支群に比し て東支群が優勢

かつ古墳の墳形や石棺墓を含めた墓制の重層性がみえ

る 印象を 受ける。 し かし 、 今回の１ 号墳の発見によ

り 、 西支群においても 墳丘形態が複数あるこ と が判明

し た。 １ 号墳の築造年代が不明であるため判然と し な

いが、 住吉宮町古墳群において、 古墳の築造開始が東

支群のみではなく 、 西支群も 含めて多発的であっ た可

能性も 指摘できる。 推論に推論を重ねた予察的な内容

と なっ たため、 十分にまと め切れていない部分にある

が、 今後の発掘調査によっ て西支群の築造開始年代が

明ら かと なれば、 住吉宮町古墳群の様相解明に向けて

大きな手がかり を得ら れよう 。

42-1

30-4
32-6

5-SX01
17-2

5-SX02
5-SX07

9-SD03
10-SX04

19-1
24-2
24-3

5-SX13

32-10

46-1

54-1

5-SX11

17-6

19-3
30-1
32-3
32-4

9-2
9-3

~5C前
(~TK216)

5c中
(TK208)

5c後
(TK23~47)

6c前半
(MT15
~TK10)

6c後半
(TK43～)

20m~年代 10m~ 5m~ ~5m
箱式
石棺

規模
不明

住吉東
(9-1)

坊ヶ塚？

30-2-b
32-1

56-1?

32-2
24-4

32-7
9-4

※年代のわかる古墳のみ記載。破線は墳形不明。
　(凡例)黒塗:東支郡　白抜:西支郡　?:年代が不明瞭
　(  例  )第56次調査1号墳→56-1と記載
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24-1
32-5

17-8

11-SX03

図 27 住吉宮町古墳群の年代ごと の古墳数

図 28 現地保存し た古墳の範囲（ Scale 1:300）
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第４ 章 おわり に

第４ 章　 おわり に

　 今回の発掘調査では、 弥生時代後期、 古墳時代中期、 飛鳥時代、 平安時代における住吉

宮町遺跡の様相を考えるう えで重要な遺構なら びに遺物を得るこ と ができ た。 また、 こ れ

までの本遺跡における調査成果を概観し、 今回の調査の結果をさ さ やかではあるが意義付

けるこ と ができた。 し かし 、 住吉宮町遺跡は神戸市東灘区を 代表する遺跡であり 、 可住地

の狭い同地域において、 連綿と 人々が生活を営んだこ と は想像に難く ない。 筆者の力不足

により 検討を加えるこ と ができ なっ た部分については、 今後加わるであろ う 新たな検討材

料によっ て、 引き続き探求さ れるこ と を期待する。

　 本発掘調査は 2020（ 令和 2） 年の３ 月から ６ 月まで行われ、 報告書の刊行に至るまで３

年も の時間を費やすこ と と なっ た。当初から 発掘調査にあたっ ていた調査担当者が交替し 、

引き 継いだ担当者も 引き 続き 他の発掘調査を 担当し ていたこ と から、 本報告書の刊行を１

年先延ばし 2022( 令和 4) 年の３ 月と する計画を 立てた。 し かし 、 事業主体である神戸市

こ ども 家庭局と 調整し たう えで、 刊行が本年と なっ た次第である。 また、 １ 号墳は住吉宮

町遺跡のみなら ず東灘区の古墳時代の様子を 物語る遺構と し て、 現地保存するこ と と なっ

た。 こ れについて、 新築建物の構造や配置等を再検討し ていただく など、 文化財保護への

理解と 格別な協力を賜っ た社会福祉法人住吉むつみ会に対し て大いに感謝を申し 上げる。

　 本報告書が地域の歴史を考えるう えで活用いただけるのであれば望外の喜びであると と

も に、 今後の発掘調査成果の積み重ねにより 、 住吉宮町遺跡の様相が明ら かと なるこ と を

期待し たい。
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記録保存調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

住吉宮町遺跡 集落跡
平安時代、 古墳時
代、 弥生時代

古墳・ 周溝墓・ 箱式石棺・
竪穴建物・
掘立柱建物・ ピッ ト ・ 土坑・
溝

土師器
須恵器
弥生土器
石斧

要約

　 弥生時代後期、 古墳時代中期、 飛鳥時代、 平安時代の４ 時期の遺構および遺物を検出し た。
　 弥生時代後期の竪穴建物を１ 棟検出し 、 遺構内から 土器や石器が出土し た。 住吉宮町遺跡において弥生
時代の竪穴建物の検出事例は多く はなく 、 当該期の集落域を推測するための良好な資料と いえる。
　 古墳時代中期の古墳２ 基、箱式石棺を検出し た。 １ 号墳は円墳と 考えら れ、直径は約 18 ｍに復元できる。
墳丘全面に葺石を葺いており 、 墳丘自体の残存状況は良好であっ た。 ２ 号墳は１ 辺８ ｍの方墳である。 １
号墳・ ２ 号墳と も に築造時期を推定できる遺物の出土はなかっ た。 住吉宮町遺跡では、 こ れまでに 81 基の
古墳と 、 15 基の箱式石棺が確認さ れており 、 当遺跡内の古墳群の様相を明ら かにするう えで重要な成果と
なっ た。
　 飛鳥時代の竪穴建物を１ 棟、 掘立柱建物１ 棟を検出し た。 竪穴建物は北側にカ マド を備え、 カ マド 周辺
から は土器がまと まっ て出土し た。
　 平安時代の鋤溝および溝、 ピッ ト を検出し た。 鋤溝が多いこ と から こ の時期は耕作地であっ たも のと 考
えら れる。
　 以上のよう に、 本遺跡が連綿と 人々が居住し た遺跡であるこ と が改めて確認さ れ、 各時代ごと の利用方
法が明ら かにできる良好な調査成果を得たと いえる。



　


